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ヤップ島 とその周辺海城 の地質の研究
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I. は じ め に

ヤップ島はフィリピン海プレー トの南端部に位

置する。その地理的位置は第1図 に示す如 くであ

り,い くつかの島弧―海溝系が複雑に集合 した と

ころである。ヤップ海溝はマリアナ海溝 とパラオ

海溝の問に存在し,両 海溝 との交点は二つの島弧

会合部を形成している。ヤップ海溝の東にはカロ

リンリッヂ(ソ ロール トラフを含む)と カロリン

プレー トが,西 にはパラセベラ海盆が存在する。

ヤップ島の陸上には変成岩類,超 塩基性岩類やカ

コウ岩質岩が分布することが古くより知 られてい

た(例 えば田山1935)。 このような岩石類 は通

常の島弧―海溝系が火山岩類から成るのとは異な

るため注 目を集めていた。ヤップ島を構成する岩

石類はオフィオライトの岩石組合せと似てお り,

このような岩体のemplacementに ついていくつ

かのモデルが提案された(例 えば,HAWKINS&

BATIZA1977)。 また ヤップ島 変成岩類の 原岩

化学組成が中央海嶺の玄武岩に似ているとの指摘

(SHIRAKI1971)も あ り,そ の成因についても

多くの議論がある。

ヤップ島を構成する岩石類の成因を明らかにす

る目的で2回 の調査航海がその周辺海域で持たれ

た。これらは,東 京大学海洋研究所の研究船 「白

鳳丸」によるKH86-1次 お よびKH87-3次 航海

である。この2回 の航海中に陸上の地質について

も簡単な地質調査を行ない,現 在,層 序,構 造,

微化石,岩 石などについて検討中である。またこ

れ らの航海では以下の方々と共同調査を行 った。

KH86―1: 木村 学(香 川大),竹 内 章(富

山大),古 家和英(日 本大),倉 本 真一(金 沢大),

松木宏彰(高 知大),小 玉一人(高 知大)。

KH87―3: 木村 学(香 川大),竹 内 章(富

山大),倉 本真一 ・芦寿一郎(東 大 ・海洋研),松

岡裕美(金 沢大)。

II. ヤ ップ島の地質

田山(1935)は ヤ ップ島を構成する岩石類をヤ

ップ層,マ ップ層,ト ミール層に区分した。ヤッ

プ層は主として高変成度変成岩類から成る。マッ

プ層はその上位に 不整合で重なる砕屑岩類で,

ト ミール層 は集塊岩類を 主 とす る。SHIRAKI

(1971)は ヤ ップ層の変成岩類の原岩である火山

岩の 化学分析を行い,そ れらの化学組成が 中央

海嶺に 産するMORBに 近いこと を示した。

HAWKINS & BATIZA(1977)は 玄武岩中にはピ

クライ ト質のものもあることを指摘 し,ヤ ップ島

形成のモデルを提唱した。それは海洋地殻と島弧

地殻が両側からobductす るとい うモデルであっ

た。

今回の陸上調査では,田 山(1935)の 地質図の

見直 しとヤップ島の形成史を考えることを中心に

島をまわった。陸上地質の大枠は田山(1935)と

変 わらないが,い くつかの異なる点もある。ヤッ

プ島はN30°Eの 走向を持つ横ずれの断層によっ

ていくつかのブロックに分かれる。この断層は,全

域でみるとヤップ海溝系にほぼ平行する。ヤップ

層は主として緑色片岩と角閃岩より成るが,そ の

原岩は玄武岩質溶岩やその凝灰岩,ガ ブロや粗粒

玄武岩と考えられる。角閃岩は変形を余 りうけな

いものから著 しくcataclasticな 変形をうけてca-
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taclasite amphiboliteに な ったものにまで漸移す

る。またこれらから由来 したdebris flow deposit

が存在しこの中には上位にむけて異質岩片の存在

量が増加する。ヤップ層の層序は角閃岩,角 閃岩

カタクラサイ ト,土 石流堆積物へと上方へ変化す

る。マップ層はチャンネル充填型の砂岩,泥 岩及

び礫岩,砂 岩,泥 岩で緑色の角閃石を多量に含み

これらがヤップ層の角閃岩や緑色片岩起源である

ことを強く示唆する。ヤップ層上位の土石流堆積

物中やマップ層中には石灰質化石特にナノプラン

クトンを含む薄層がはさまれており,Oligocene

の終 りからMiocene初 期 の化石を含む(OKA-

MURA & MATSUGI, personal communication)。

トミール層の集塊岩は風化がひ どく新鮮な試料が

得 られなかったが,島 弧に特徴的なA1203に 富

む安山岩質岩 と考えられる。第2図 には86年 と87

年に 行った 調査で得た サンプリング地点 を示し

た。島内の最高嶺を含む地形的高まりは,N30°E

の方向の複背斜の軸に相当してお り,顕 著な平坦

面が4段 認められる。Yap FaultやTomil Fault

の よ うな 主要断層 はすべてこの 方向に並んでい

る。海岸線ではマングローブの密集する地域以外

は露頭は良 く,島 内高地は密林 と土壌化のため露

頭は少い。変成岩の変成度はほぼ東へ向けて高 く

なってお り,海 底下にまで続いている(MARU-

YAMA et al. 1980; FUJIOKA et al. 1986)。

III. ヤ ツプ島周辺海域の調査

KH86-1,KH87-3次 航海ではヤップ海溝,

カ ロリン海嶺,ヤ ップ前弧域からその背後のパラ

セベラ海盆にわたる一連の調査を行った(FUJI-

OKA et al.,1986;FUJIOKA et al., in press)。

それ以前の調査 としては,ソ 連のメンデレーフ号

の調査(BAGDANov, et al.,1977)や 米 国の調

査(HAMILTON 1979)が ある。東京大学海洋研

究所の調査では,PDRや3.5KHzに よる海底地

形と表層堆積物の調査,エ アガンや地震計による

海底地下構造の調査,ピ ストンコア,グ ラブ,ド

レッヂによる海底堆積物や岩石の採集,深 海カメ

ラによる海底の観察,重 力 ・地磁気 ・Heat Flow

測 定などの地球物理的観測などを行った。これ ら

の結果は現在検討中であるが近い将来Prelimin.

第 1 図 ヤ ツプ 島弧― 海 溝 系 周 辺 の大 地 形(FUJIOKA et al. in press)

太 字 は Morphologic Domainを 示 す。JM: マ リア ナ.ヤ ップ 会合 部,N: 北 部,NC: 北 中

央 部,SC: 南 中央 部,SW: 南 西 部,JP: パ ラ オ ・ヤ ップ会 合 部
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ary Cruise Report として出版 される予定であ

る。

ヤツプ海溝域の調査

海溝海側斜面: カロリン海嶺がヤップ海溝に衝

突 しているために地形や構造は複雑である。例え

ば,ヤ ップ・マリアナ会合点付近ではヤップ海溝

に平行して比高1000mを 悠 に越える地形的高ま

りが存在する。これは海側のouter swellに して

は異常に巨大である。カロリン海嶺はCCDよ り

浅いため多量の有孔虫など炭酸塩殻をもつ微化石

を含むター ビダイ トが斜面を下 りヤップ海溝へと

運搬されている。

海溝軸: 海溝軸はV字 型の谷を形成 してお り堆

積物のひふ くは少い。軸部の水深は8000mを 越

えている。ヤ ップ ・マリアナ海溝会合部で得られ

たピス トンコアからは,海 底表層数10cmの とこ

ろから著 しい脱水,変 形をこうむったsoft sedi-

mentが 得 られている。

海溝陸側斜面: 地形的には2つ の大きなノッチ

状の構造によって3つ の部分に分けられる。これ

はヤップ海溝全域に認められる(FUJIOKA et al

1986)。 地形構造区分からヤップ海溝域は6区 分

(JM; N; NC; SC; SW; JP)さ れ,そ れ

ぞれのdomainを 形成 している(第2図)。 陸側

斜面は変成岩類が露出しており,中 には陸上に存

在 しないmarbleが 大量に得られた。石灰岩類は

水深4000m近 くに露出しており,前 弧域が急速

に沈降した事を示す。陸上の断層の延長は南の海

第 2 図 ヤ ップ島のサンプル採集点
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域の音波探査の測線上に連続 してお り大構造であ

ることが明らかとなった。

背弧域: 背弧域 では新鮮な 火山岩が 得られ,

Heat Flowが 高 く,浅 発地震の多発しているこ

とが明 らかとなった。このことは,現 在までヤッ

プ島には第四紀の火山活動が知られていなかった

ことに大きな疑問を投げかけるものである。

IV. まとめと今後の課題

現在までに得 られた結果は以下 のとおりであ

る。

1) ヤ ップ層中にはcataclasiteと それから派

生するdebris flow depositの 存在すること。

2) 陸上 に存在 しないmarbleが 前弧域に露出

すること。

3) 地震,Heat Flow,火 山岩の採集などによ

り活火山の存在の可能性のあること

これらの断片的な記載やデータの解析からヤッ

プ島弧一海溝系の形成吏を考えて行きたい。フィ

リピン海プレー ト南端部に関しては,プ レー ト境

界そのものすら決っていない状態である。ヤップ

はパラオとマリアナの島弧―海溝系をつなぐ橋わ

たし的位置を占めておりこの島の形成史を明らか

にすることは地球科学上の重要なテーマであると

考えられる。今後どうしても必要な課題はマルチ

ナロウビームを用いた詳細な海底地形図を得るこ

とである。現存する海底地形図は不明の箇所が多

くこの地域の地形図を手にした時に完全な形成史

が得られるであろう。

本調査にあたって,陸 上 ・海域 ともに援助

を賜った方々,助 成金をいただいた東京地学

協会に厚 く御礼申し上げる。
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